
図
版
一

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

右
側
板
（
表
）



図
版
二

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

右
側
板
（
裏
）



図
版
三

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

正
面
右
板
（
表
）



図
版
四

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

正
面
右
板
（
裏
）



図
版
五

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

正
面
左
板
（
表
）



図
版
六

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

正
面
左
板
（
裏
）



図
版
七

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

左
側
板
（
表
）



図
版
八

呉
氏
蔵
董
黯
石
床

左
側
板
（
裏
）



董
黯
図

㈡

呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現

黒

田

彰

一

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
九
月
末
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
を
訪
れ
た
。

理
事
長
呉
強
華
氏
の
招
き
に
よ
る
も
の
で
、
今
般
呉
氏
が
新
た
に
入
手
さ
れ
た
孝

子
伝
図
石
床
二
点
を
調
査
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
見
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
今
回

の
遺
品
二
点
に
は
共
に
董
黯
図
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ

珍
し
い
遺
品
だ
が
、
取
り
分
け
そ
の
内
の
一
点
は
、
孝
子
伝
図
と
し
て
の
董
黯
図

研
究
史
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
と
思
し
い
。
呉
氏
が
お
許
し
下
さ
っ
た

の
で
、
今
般
の
新
出
孝
子
伝
図
石
床
二
点
に
つ
い
て
は
、
順
次
報
告
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
仮
に
董
黯
石
床
と
仮
称
す
る
、
新
出
の
孝
子
伝
図
石

床
の
全
貌
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
董
黯
石
床
及
び
、
も
う
一
点
の
そ
れ
に
含
ま
れ

る
、
董
黯
図
の
問
題
を
論
じ
て
み
た
い
。

巻
頭
の
図
版
一
｜
八
に
掲
げ
た
の
は
、
董
黯
石
床
囲
屛
四
枚
の
表
裏
、
計
八
枚

の
原
石
写
真
で
あ
る
（
写
真
家
、
立
松
洋
行
氏
の
撮
影
に
よ
る
。
以
下
の
写
真
も

小
稿
は
、
拙
稿
「
董
黯
図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図

に
つ
い
て
｜
」（
本
誌
100
号
、
平
成
28
年
３
月
）
を
継
ぐ
も
の
で
、
董
黯
の

物
語
を
描
い
た
、
新
出
の
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
二
点
の
図
像
を
紹
介
し
、
考
察

を
試
み
る
。
そ
の
内
の
一
点
の
孝
子
伝
図
は
、
董
黯
の
み
を
描
い
た
、
極
め

て
珍
し
い
遺
品
と
な
っ
て
お
り
（
董
黯
石
床
と
仮
称
す
る
）、
小
稿
で
は
、

呉
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
ま
ず
そ
の
全
図
像
を
、
世
界
に
先
駆
け
公
表
す
る
。

ま
た
、
本
石
床
に
は
、
非
常
に
貴
重
な
二
つ
の
題
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
北
魏
時
代
の
董
黯
図
の
成
立
と
展
開
を
知
る
上
で
、
本
石
床
の
有
す

る
、
高
い
学
術
的
価
値
を
具
体
的
に
論
じ
る
。
も
う
一
点
の
呉
氏
蔵
新
出
北

魏
石
床
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

董とう
黯あん
図ず
、
孝こう
子し
伝でん
図ず
、
孝こう
子し
伝でん
（
陽よう
明めい
本ぼん
孝こう
子し
伝でん
）、

石せき
床しよう
（
石せき
棺かん
床しよう）、
ボ
ス
ト
ン
美
術
びじゆつ

館かん
蔵ぞう
北ほく
魏ぎ
石せき
室しつ
、

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
びじゆつ

館かん
蔵ぞう
北ほく
斉せい
石せき
床しよう

〔
抄

録
〕
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同
じ
）。
董
黯
石
床
は
、
裏
面
に
も
図
像
（
畏
獣
と
風
俗
）
を
伴
う
（
図
版
二
、

四
、
六
、
八
）、
囲
屛
石
板
四
枚
か
ら
成
る
、
北
魏
末
期
の
優
品
で
（
脚
部

前

脚
、
後
脚

も
具
わ
る
）、
囲
屛
一
枚
を
表
裏
共
、
三
つ
に
区
切
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
線
刻
の
図
像
を
描
く
。
そ
の
法
量
は
、

右
側
板

縦
五
二
・
六
、
横
八
六
、
厚
五
・
六
糎

正
面
右
板

縦
五
二
・
六
、
横
五
三
〜
六
六
、
厚
五
糎

正
面
左
板

縦
五
二
・
八
、
横
八
五
・
六
〜
五
一
、
厚
四
・
八
糎

左
側
板

縦
五
二
・
四
、
横
八
一
・
五
、
厚
四
・
四
糎

と
な
っ
て
い
る
。
孝
子
伝
図
が
存
す
る
の
は
、
表
面
（
図
版
一
、
三
、
五
、
七
）

の
内
の
正
面
右
板
（
図
版
三
）
の
右
と
中
、
正
面
左
板
（
図
版
五
）
の
中
（
左

欠
）
で
あ
る
。
今
、
そ
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
一
の
よ
う
に
な
る

（
空
白
部
は
侍
者
図
。
孝
子
名
の
上
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
条

数
を
表
わ
す
）。
さ
て
、
現
行
の
董
黯
石
床
に
は
、
遺
憾
な
こ
と
な
が
ら
正
面
右

板
、
正
面
左
板
の
左
側
に
、
い
ず
れ
も
三
分
の
一
程
の
欠
損
が
あ
る
（
図
版
三
、

四
及
び
、
図
版
五
、
六
）。
図
一
の

線
部
が
そ
れ
に
当
た
り
、
正
面
右
板
左

の
男
性
墓
主
像
（
ま
た
、
裏
面
の
畏
獣
、
風
俗
図
）
及
び
、
正
面
左
板
左
の
孝
子

伝
図
（
ま
た
、
裏
面
の
畏
獣
、
風
俗
図
）
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

小
稿
は
、
新
出
董
黯
石
床
に
描
か
れ
た
董
黯
図
の
、
孝
子
伝
図
研
究
に
お
け
る
学

術
的
意
義
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

董
黯
石
床
の
正
面
右
板
表
（
図
版
三
）
の
右
、
中
に
は
董
黯
図
A
、
C
が
描
か

れ
（
左
の
男
性
墓
主
像
は
欠
）、
正
面
左
板
表
（
図
版
五
）
の
中
に
は
董
黯
図
B

が
描
か
れ
て
い
て
（
左
の
孝
子
伝
図
は
欠
）、
本
石
床
の
現
存
す
る
孝
子
伝
図
は
、

全
て
董
黯
図
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
石
床
を
董
黯
石
床
と
仮
称

＊
）

＊ ＊ ＊
）

＊ ＊

＊ 牛

孝
子
伝
図
）

37
董
黯
B

女
性
墓
主

男
性
墓
主
）

37
董
黯
C

37
董
黯
A

馬 ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊
畏
獣
、
風
俗図一 董黯石床の内容
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す
る
所
以
で
あ
る
。
本
石
床
の
孝
子
伝
図
の
基
づ
い
た
董
黯
物
語
を
、
陽
明
本
孝

子
伝
37
董
黯
条
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る１

）

（
末
尾
に
書
下
し
文
を
添

え
る
）。陽

明
本

①

董薫
）黯

家
貧
至
孝
。
雖
与
王
奇
並
居
、
二
母
不
数
相
見
。
忽
会
籬
辺
。
因
語
曰

黯
母
、
汝
年
過
七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得
怡
悦
如
此
何
。
答
曰
、
我
雖
貧

食
完
麁鹿

）衣
薄
、
而
我
子
与
人

悪
。
不
使
吾
憂
故
耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖

富
食
魚
又
嗜
饌
、
吾
子
不
孝
、
多
与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
。
於

是
各
還
。
奇
従
外
帰
。
其
母
語
奇
曰
、
汝
不
孝
也
。
吾
問
見
董
黯
母
、
年
過

七
十
、
顔
色
怡
悦
。
猶
其
子
与
人

悪
故
耳
。
奇②

大
怒
。
即
往
黯
母
家
、
罵

云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。
又
以
脚
蹴
之
。
帰
謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其

云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導
児
不
孝
。
黯③

在
田
中
、
忽
然
心
痛
、

馳
奔
而
還
。
又
見
母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問
母
曰
、
何
所
不
和
。
母
曰
、
老
人

言
多
過
矣
。
黯
已
知
之
。
於④

是
王
奇
日
殺
三
牲
、
旦
起
取
肥
牛
一
頭
殺
之
、

取
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
日
中
又
殺
肥
羊
一
頭
。
佳
完
十
斤
、

精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
夕
又
殺
肥
猪
一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦

之
。
便
語
母
曰
、
食
此
令
尽
。
若
不
尽
者
、
我
当
用
鉾
刺
母
心
、
用曲

）戟
鉤
母

頭
。
得
此
言
終
不
能
食
、
推
盤
擲
地
。
故
孝
経
云
、
雖
日
用
三
牲
養
、
猶
為

不
孝
也
。
黯⑤

母
八
十
而
亡
。
葬
送
礼
畢
、
乃
嘆
曰
、
父
母
讐
不
共
戴
天
。
便

至
奇
家

奇
頭
、
以
祭
母
墓
。
須

監
司
到
縛
黯
。
々
乃
請
以
向
墓
別
母
。

監
司
許
之
。
至
墓
啓
母
曰
、
王
奇
横
苦
阿
母
。
黯
承
天
士
、
忘
行
己
力
、
既

得
傷
讐
身
。
甘

、
甘
監
司
見
縛
。
応
当
備
死
。
挙
声
哭

聞
）

。
目
中
出
血
。

飛
鳥
翳
日
、
禽
鳥
悲
鳴
。
或
上
黯
臂
、
或
上
頭
辺
。
監
司
具
如
状
奏
王
。
々

聞
之
嘆
曰
、
敬
謝
孝
子
董薫

）黯
。
朕
寡
徳
統
荷
万
機
。
而
今
凶
人
勃
逆
。
又
応

治
剪
、
令
労
孝
子
助
朕
除
患
。
賜
金
百
斤
、
加
其
孝
名
也
。

（
董①

黯
家
貧
し
く
し
て
至
孝
な
り
。
王
奇
と
並
び
居
る
と
雖
も
、
二
母
相
い
見

る
こ
と
数あまたたび
な
ら
ず
。
忽
ち
に
籬
辺
に
会
す
。
因
り
て
黯
が
母
に
語
り
て

曰
わ
く
、
汝
年
七
十
に
過
ぎ
、
家
も
又
貧
し
。
顔
色
乃
ち
怡
悦
を
得
る
こ
と

此
く
の
如
き
は
何
ぞ
や
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、
我
貧
し
く
完しし
を
食
し
麁
衣
薄

し
と
雖
も
、
我
が
子
人
の
与ため
に
悪

し
。
吾
を
し
て
憂
え
し
め
ざ
る
故
の
み

と
。
王
奇
が
母
曰
わ
く
、
吾
家
富
み
魚
を
食
し
又
饌
を
嗜
む
と
雖
も
、
吾
が

子
不
孝
に
し
て
、
多
く
人
の
与
に
恐
れ
ら
る
。
其
の
罪
に
罹
る
を
懼
る
。
是

を
以
っ
て
枯
悴
す
る
の
み
と
。
是
に
於
い
て
各おのおの
還
る
。
奇
外
よ
り
帰
る
。

其
の
母
奇
に
語
り
て
曰
わ
く
、
汝
不
孝
な
り
。
吾
董
黯
が
母
を
問
見
す
る
に
、

年
七
十
を
過
ぐ
れ
ど
も
、
顔
色
怡
悦
す
。
猶
其
の
子
人
の
与
に
悪

き
故
の

み
と
。
奇②

大
い
に
怒
る
。
即
ち
黯
が
母
の
家
に
往
き
、
罵
り
て
云
わ
く
、
何

の
故
に
我
が
不
孝
を
讒
言
す
る
や
と
。
又
脚
を
以
っ
て
之
を
蹴
る
。
帰
り
て

母
に
謂
い
て
曰
わ
く
、
児
已
に
黯
が
母
に
問
う
。
其
れ
の
云
わ
く
、
日
々
三

斗
を
食
す
と
。
阿
母
自
ら
食
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
児
が
不
孝
を
導い
う
と
。

黯③

田
中
に
在
り
、
忽
然
と
し
て
心
痛
み
、
馳
奔
し
て
還
る
。
又
母
の
顔
色

惨
々
た
る
を
見
て
、
長
跪
し
て
母
に
問
い
て
曰
わ
く
、
何
の
所
か
和
な
ら
ざ

る
と
。
母
曰
わ
く
、
老
人
の
言
過
ち
多
し
と
。
黯
已
に
之
を
知
る
。
是④

に
於

い
て
王
奇
日
に
三
牲
を
殺
す
。
旦
に
起
き
肥
牛
一
頭
を
取
り
て
之
を
殺
し
、

佳
き
完
十
斤
を
取
り
、
精
米
一
斗
熟
し
て
之
を
薦
む
。
日
中
又
肥
羊
一
頭
を

殺
す
。
佳
き
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
し
て
之
を
薦
む
。
夕
に
又
肥
猪
一
頭
を

殺
す
。
佳
き
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
し
て
之
を
薦
む
。
便
ち
母
に
語
り
て
曰
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わ
く
、
此
れ
を
食
し
尽
く
さ
し
め
ん
。
若
し
尽
く
さ
ざ
ら
ば
、
我
当
に
鉾
を

用
っ
て
母
が
心
を
刺
し
、
戟
を
用
っ
て
母
が
頭
を
鉤
く
べ
し
と
。
此
の
言
を

得
て
終
に
食
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
盤
を
推
し
て
地
に
擲
つ
。
故
に
孝
経

に
云
わ
く
、
日
に
三
牲
の
養
を
用
う
と
雖
も
、
猶
不
孝
と
為
す
な
り
と
。
黯⑤

の
母
八
十
に
し
て
亡
す
。
葬
送
の
礼
畢
り
、
乃
ち
嘆
じ
て
曰
わ
く
、
父
母
が

讐
、
共
に
天
を
戴
か
ず
と
。
便
ち
奇
が
家
に
至
り
奇
の
頭
を

り
、
以
っ
て

母
の
墓
に
祭
る
。
須

に
し
て
監
司
到
り
て
黯
を
縛
す
。
黯
乃
ち
請
う
に
墓

に
向
か
い
母
に
別
れ
ん
こ
と
を
以
っ
て
す
。
監
司
之
を
許
す
。
墓
に
至
り
母

に
啓
し
て
曰
わ
く
、
王
奇
横よこしま
に
阿
母
を
苦
し
む
。
黯
天
を
承
く
る
士
な
れ

ど
、
己
が
力つとめ
を
行
う
を
忘
れ
、
既
に
讐
身
を
傷
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
そ

かい
に
甘
ん
じ
、
監
司
に
縛
せ
ら
れ
ん
こ
と
に
甘
ん
ず
。
応ま
当さ
に
死
に
備
う
べ

し
と
。
声
を
挙
げ
て
哭
く
。
目
中
よ
り
出
血
す
。
飛
鳥
日
を
翳
い
、
禽
鳥
悲

鳴
す
。
或
い
は
黯
の
臂
に
上
り
、
或
い
は
頭
辺
に
上
る
。
監
司
具
に
状
の
如

く
に
王
に
奏
す
。
王
之
を
聞
き
て
嘆
じ
て
曰
わ
く
、
孝
子
董
黯
を
敬
謝
す
。

朕
寡
徳
に
し
て
万
機
を
統
べ
荷
う
。
而
れ
ど
も
今
凶
人
勃
り
逆
ら
う
。
又
応

に
治
剪
し
、
孝
子
の
朕
が
患
い
を
除
く
を
助
く
る
こ
と
を
労
わ
し
む
べ
し
と
。

金
百
斤
を
賜
う
て
、
其
の
孝
名
に
加
う
る
な
り
）

右
の
物
語
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
た
と
思
し
い
、
孝
子
伝
図
の
董
黯
図
と
し
て
目
下
、

管
見
に
入
っ
た
も
の
に
、
左
の
九
点
が
あ
る
（
今
般
新
出
の
二
点
を
、
⑻
⑼
に
加

え
た
）。⑴

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
右
側
下
）

⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
（
正
面
左
板
）

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
左

）

⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
左
）

⑸
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
（
五
四
三
）
年

門
生
石
床
（
右
側
板
左
）

⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
中
央
）

⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）（
右
側
板
）

⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
（
正
面
右
板
右
、
中
。
同
左
板
中
）

⑼
呉
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
（
左
側
板
）

と
こ
ろ
で
、
孝
子
伝
図
の
董
黯
図
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
次
の
四
論

に
お
い
て

考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。

Ⅰ
「
董
黯
贅
語
｜
孝
道
と
復
讐
㈠
｜２

）

」（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
Ⅱ
一

３
）

Ⅱ
「
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用

｜３
）

」（『
京
都
語
文
』
24
）

Ⅲ
「
董
黯
図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜４

）

」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
100
）

Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
｜

門
生
石
床
の
孝
子

伝
図
｜５

）

」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
102
）

小
稿
に
あ
っ
て
は
、
右
の
四
論

を
受
け
つ
つ
、
な
る
べ
く
そ
れ
ら
と
の
論
旨
の

重
複
を
避
け
、
新
出
⑻
董
黯
石
床
の
有
す
る
学
術
的
価
値
と
い
う
も
の
を
、
出
来

る
限
り
具
体
的
に
論
じ
て
み
た
い
。

董
黯
の
図
像
⑴
｜
⑼
の
内
、
⑴
｜
⑺
に
つ
い
て
は
、
上
記
拙
稿
Ⅰ
｜
Ⅳ
に
お
い

て
、
既
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
新
出
の
董
黯
図
⑻
⑼
を
紹
介

し
よ
う
。
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二

図
二
は
、
新
出
の
⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
、
正
面
右
板
右
、
中
に
描
か
れ
た
董
黯

図
A
C
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
A
は
、
画
面
の
中
央
や
や
左
寄
り
に
題
記

が
あ
り
、

董
黑咸黯

）辞
母
遠
行
去
時

と
記
さ
れ
る
（
黑咸
の
音
は
、
ア
ン
。
黯
の
宛
て
手
）。
A
の
画
面
左
に
は
、
董
黯

の
家
が
描
か
れ
、
そ
の
屋
内
に
は
、
黯
の
母
が
坐
し
て
い
る
（
右
向
き
）。
そ
の

右
に
は
、
母
に
対
し
、
拱
手
し
て
立
つ
董
黯
が
描
か
れ
る
（
左
向
き
）。
黯
の
右

に
、
同
じ
く
拱
手
し
て
立
つ
の
は
、
侍
女
で
あ
る
。
次
い
で
、
C
に
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
位
置
に
、

董
黑咸黯

）将
王
寄奇

）頭
祭
母
報
酬
末
時

な
る
題
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
C
の
画
面
左
下
に
は
、
ま
ず
黯
母
の
墓
（
の
一

部
）
が
見
え
、
そ
の
墓
に
向
か
っ
て
跪
く
の
は
、
董
黯
で
あ
る
（
左
向
き
）。
黯

は
、
冠
を
被
り
、
亡
母
に
供
物
を
捧
げ
て
い
る
。
墓
前
の
丸
い
盆
の
上
に
供
え
ら

れ
る
の
は
、
王
奇
の
首
に
外
な
ら
な
い
。
黯
の
背
後
に
立
っ
て
、
傘
を
差
し
掛
け

て
い
る
の
は
、「
監
司
」（
陽
明
本
。
刺
史
の
こ
と
。
船
橋
本
「
官
司
」）
で
あ
ろ

う
。
さ
て
、
画
面
左
下
の
墓
の
右
に
は
、
一
匹
の
虎
が
描
か
れ
（
左
向
き
）、
黯

の
方
向
を
振
り
返
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
虎
の
上
に
は
、
雷
神
（
の
一
部
）
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。

図
三
は
、
⑼
の
呉
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
左
側
板
の
三
面
に
描
か
れ
た
、
董
黯
図

A
B
C
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
A
B
C
の
そ
れ
ぞ
れ
中
央
上
部
に
、
二
行
分
の

榜
が
置
か
れ
る
が
、
榜
題
題
記
は
見
え
ず
、
お
そ
ら
く
消
失
し
た
も
の
だ
ろ
う

図二 董黯石床正面右板

C A
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（
呉
氏
談
）。
ま
ず
三
面
全
て
に
家
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
、
A
C
の

家
が
董
黯
の
家
で
あ
り
、
B
の
家
が
王
奇
の
家
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
屋
根
の
形
の

違
い
か
ら
分
か
る
。
黯
の
家
は
簡
略
で
、
奇
の
家
は
豪
華
で
あ
る
。
A
は
、
そ
の

屋
内
の
左
に
黯
母
が
坐
し
（
右
向
き
）、
右
に
黯
が
跪
い
て
、
母
に
食
物
を
捧
げ

て
い
る
（
左
向
き
）。
B
は
、
屋
内
に
奇
母
が
坐
し
（
右
向
き
）、
そ
の
右
の
屋
外

に
奇
が
跪
く
（
左
向
き
）。
奇
も
右
手
に
食
器
を
掲
げ
て
い
る
。
A
の
黯
母
が

若
々
し
く
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
顔
立
ち
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
B
の
奇
母

は
年
老
い
、
痩
せ
た
顔
立
ち
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
面
白
い
。
と
こ
ろ
が
、
A
に

描
か
れ
た
食
物
が
小
さ
く
、
少
な
い
の
に
対
し
、
B
の
そ
れ
が
大
き
く
、
沢
山
で

あ
る
こ
と
は
、
図
三
の
A
B
が
董
黯
の
物
語
を
、
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
の

表
わ
れ
と
捉
え
ら
れ
、
B
の
王
奇
（
右
）
が
、
A
の
痩
せ
た
董
黯
に
比
べ
、
丸
や

か
な
堂
々
と
し
た
姿
（
腹
も
出
て
い
る
）
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
同

様
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
C
は
、
ま
ず
画
面
左
に
、
黯
母
の
墓

（
塚
）
が
描
か
れ
る
。
そ
の
右
の
屋
内
（
庵
か
）
に
黯
が
跪
く
（
左
向
き
）。
黯

が
右
袖
を
顔
の
前
へ
掲
げ
て
い
る
の
は
、
嘆
き
の
様
の
表
現
で
あ
る
。
さ
て
、
黯

の
前
、
墓
の
下
に
は
、
丸
い
盆
（
三
本
の
足
が
見
え
る
）
に
盛
ら
れ
た
三
牲
（
右

か
ら
鶏
、
羊
、

）
が
描
か
れ
て
い
る
（
前
掲
拙
稿
Ⅳ
の
二
参
照
）。
ま
た
、
画

面
の
右
上
に
は
、
雷
神
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
後
述
に
従
う
。

さ
て
、
孝
子
伝
図
研
究
に
お
け
る
、
新
出
⑻
の
董
黯
図
の
学
術
的
価
値
を
知
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
董
黯
の
図
像
⑴
｜
⑺
と
新
出
⑻
と
の
関
係
を
、

踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
董
黯
図
⑴
｜
⑼
が
画
材
と
し
た
、
孝
子

伝
本
文
と
の
対
応
を
、
上
掲
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
の
中
に
、
①
｜
⑤
で
示
し

（
①
｜
⑤
は
、
対
応
本
文
の
始
ま
る
位
置
を
表
わ
す
）、
図
像
的
特
徴
か
ら
そ
れ

図三 呉氏蔵新出北魏石床（董黯）

A B C
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ら
を
仮
に
、

①
黯
の
家
、
奇
の
家
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

②
黯
母
暴
行

③
黯
の
遠
行

④
三
牲
強
要

⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）

と
名
付
け
る
。
そ
し
て
、
孝
子
伝
本
文
に
基
づ
く
①
｜
⑤
と
、
⑴
｜
⑼
の
董
黯
図

の
各
場
面
と
の
対
応
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う６

）

（
⑻
の
１
は
正
面
右
板
、
２
は
正
面
左
板
を
表
わ
す
。
表
二
も
同
じ
）。
表
一
は
、

言
わ
ば
孝
子
伝
本
文
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
則
っ
て
、
⑴
｜
⑼
の
場
面
を
分
類
、

整
理
し
て
み
た
も
の
だ
が
、
そ
の
表
一
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
遺
品
毎
の
各
場
面
を

一
覧
と
し
て
纏
め
直
せ
ば
、
表
二
の
よ
う
に
な
る
。
表
二
を
見
れ
ば
、
⑴
｜
⑼
の

董
黯
図
が
、
①
｜
⑤
の
ど
の
よ
う
な
場
面
を
有
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
判

然
と
す
る
。
中
で
、
北
魏
時
代
の
董
黯
図
を
代
表
し
て
い
る
の
は
、
王
奇
に
よ
る
、

母
へ
の
三
牲
強
要
を
内
容
と
す
る
④
で
あ
り
、
⑴
⑵
と
⑷
⑸
⑹
及
び
、
⑻
の
六
つ

が
、
そ
の
④
を
描
い
て
い
る
。
⑷
⑸
⑹
の
董
黯
図
は
、
④
の
み
の
一
場
面
し
か
存

し
な
い
が
、
問
題
は
、
①
黯
の
家
、
奇
の
家
と
い
う
、
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
描

く
、
⑴
と
⑵
と
が
、
①
の
奇
の
家
に
④
の
三
牲
強
要
を
、
重
ね
描
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
証
明
す
る
の
が
、
今
般
出
現
し
た
⑼
の
①
を
内
容
と
す
る

左
、
中
で
（
図
三
参
照
）、
そ
の
奇
の
家
（
中
）
に
は
、
④
の
三
牲
が
描
か
れ
て

い
な
い
。
そ
の
点
、
新
出
⑼
の
左
、
中
は
、
董
黯
図
に
お
け
る
①
黯
の
家
、
奇
の

家
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
原
初
的
な
図
像
形
態
を
示
す
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
⑴
と
⑵
の
④
三
牲
強
要
の
場
面
（
⑴
左
、

⑵
中
）
は
、
①
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
中
の
奇
の
家
へ
、
便
宜
的
に
④
三
牲
強
要
の
場
面

を
重
ね
、
④
の
内
容
を
兼
ね
さ
せ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
⑺

右
、
左
の
①
は
、
共
に
奇
の
家
ら
し
く
、
変
則
的
で
あ
る
。
ま
た
、
⑺
左
上
に
は
、

③
黯
の
遠
行
と
し
て
、
ま
ず
左
に
田
で
耕
し
て
い
る
董
黯
、
次
い
で
右
に
「
馳
奔

而
還
」（
陽
明
本
）
の
董
黯
と
い
う
、
二
つ
の
場
面
が
描
か
れ
る
な
ど
、
複
雑
な

技
巧
が
凝
ら
さ
れ
る
（
上
記
拙
稿
Ⅲ
参
照
）。
そ
の
下
に
描
か
れ
た
、
②
黯
母
暴

行
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
②
③
の
順
序
は
、
陽
明
本
の
叙
述
の
順
序
に
従
っ
た
も

の
だ
が
、
③
黯
の
遠
行
は
解
釈
上
、
②
黯
母
暴
行
に
先
立
た
ね
ば
な
ら
ず
、
⑺
左

の
③
の
二
場
面
が
上
に
あ
り
、
②
が
下
に
あ
る
の
は
、
そ
の
解
釈
に
基
づ
く
処
置

だ
ろ
う
（
例
え
ば
敦
煌
本
事
森
、
類
林
雑
説
の
本
文
は

上
記
拙
稿
Ⅲ
注

８
）参

照

、
③
②
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
）。

私
の
董
黯
図
に
対
す
る
関
心
は
丁
度
、
十
五
年
前
に
書
い
た
「
董
黯
贅
語
」
を

起
点
と
す
る
（
拙
稿
Ⅰ
）。
董
黯
図
と
言
え
ば
当
時
、
在
米
国
の
⑴
⑵
⑶
の
三
点

表
一

董
黯
図
場
面
一
覧

①
黯
の
家
、
奇
の
家

（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

⑴
、
⑵
左
、
中
、
⑺
右
、
中
、
⑼
左
、
中

②
黯
母
暴
行

⑺
左
下

③
黯
の
遠
行

⑺
左
上
、
⑻
１
右

④
三
牲
強
要

⑴
左
、
⑵
中
、
⑷
、
⑸
、
⑹
、
⑻
２
右

⑤
黯
の
墓
参

（
大
団
円
）

⑵
右
、
⑻
１
左
、
⑼
右

＊
奇
の
家
の
み
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表
二

董
黯
図
遺
品
の
場
面
一
覧

⑴

⑵

⑷
⑸
⑹

⑺

⑻
（
１
正
面
右
板

２
正
面
左
板
）

⑼

右
（
黯
の
家
）

左
（
黯
の
家
）

右
（
奇
の
家
）

左
（
黯
の
家
）

董
黯

董
黯

奇
母

黯
母
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①
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⑹
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右
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③
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②
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右
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し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
四
点
目
と
な
る
呉
氏
蔵
⑷
を
知
る
の
は
、
そ
の
十

年
後
の
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
拙
稿
Ⅰ
に
お
い
て
私
が

考
え
た
の
は
、
⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
、
正
面
左
板
左
、

中
、
右
の
三
図
が
、
全
て
董
黯
図
と
見
做
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
即
ち
、
左

板
全
体
を
董
黯
の
三
連
図
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
左
板
の
中
央
図
に
は
、「
不
孝

王
寄奇

）」
の
榜
題
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
董
黯
図
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い

を
挿
む
余
地
が
な
か
っ
た
が
、
左
が
①
黯
の
家
で
あ
り
、
右
が
⑤
黯
の
墓
参
（
大

団
円
）
の
場
面
で
あ
る
こ
と
は
、
孝
子
伝
の
本
文
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
推
定
し
得

る
も
の
の
、
飽
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
尤
も
、
右
が
黯
の
家
で
あ
る

こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北

魏
石
室
の
そ
れ
に
黯
家
、
奇
家
の
二
つ
の
家
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
⑵
の
左
、

中
と
が
構
図
的
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
⑴
の
題
記
に
、

「
董
晏黯

）母
供

王
寄奇

）母

語
時
」
と
い
う
題
記
が
記
さ
れ
、
そ
の
題
記
が
、
陽
明
本

孝
子
伝
の
、「
董
黯
家
貧
至
孝
。
雖

与

王
奇

並
居
、
二
母
不

数
相
見
。
忽
会

籬
辺
。
因
語

曰
黯
母

…
…
答
曰
…
…
奇
母
曰
…
…
於

是
各
還
」
に
基
づ
く
も

の
で
、
⑴
の
図
像
が
董
黯
物
語
の
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
黯
の
家
、
奇
の
家
を

描
い
た
も
の
と
考
え
て
、
間
違
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
該
図
像
の
内
容
を

同
定
す
る
に
際
し
、
榜
題
題
記
の
存
在
が
図
像
以
上
に
重
要
と
な
る
こ
と
は
、

屡
々
経
験
す
る
所
で
あ
る
。
⑴
の
題
記
こ
そ
は
、
董
黯
図
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
図
像

内
容
を
推
定
す
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
だ
っ
た７

）

。
と
こ

ろ
が
、
⑵
右
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
の
場
面
は
、
聊
か
状
況
が
異
な
る
。
即

ち
、
⑵
左
、
中
の
場
面
と
違
っ
て
、
そ
こ
に
は
⑴
の
題
記
の
よ
う
な
根
拠
も
な
く
、

た
だ
推
測
す
る
し
か
手
立
て
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
推
測
か
ら

十
五
年
を
経
て
、
漸
く
見
出
だ
さ
れ
た
の
が
、
上
掲
題
記
を
伴
う
新
出
⑻
１
中
及

び
、
⑼
右
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
の
両
場
面
に
外
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
後

程
、
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

表
二
を
見
る
と
、
⑻
董
黯
石
床
の
出
現
に
よ
り
、
新
た
に
見
出
だ
さ
れ
た
董
黯

図
の
場
面
と
し
て
は
、
上
述
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
場
面
（
⑼
右
に
も
）
の
他
、

③
黯
の
遠
行
の
場
面
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
図
四
は
、
⑻
１
右
の
董
黯
図
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
四
の
図
柄
は
、
前
述
の
如
く
、
屋
内
に
坐
す
黯
母

（
左
）
に
向
か
っ
て
、
董
黯
と
侍
女
（
右
）
が
立
つ
、
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
、
図
柄
だ
け
を
見
れ
ば
、
単
な
る
供
養
図
と
見
る
こ
と
も
可
能
な
、
分
か
り
易

い
図
像
だ
が
、
問
題
は
、
図
四
に
、

図四 董黯石床A
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董
黑咸黯

）辞

母
遠
行
去
時

な
る
題
記
が
記
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
図
五
）。
何
故
な
ら
、
こ
の
題
記
が
存
す

る
こ
と
に
よ
り
、
図
三
は
、
単
な
る
董
黯
の
供
養
図
な
ど
で
な
く
、
物
語
の
展
開

に
従
っ
て
、
黯
が
一
旦
家
を
出
、
母
と
共
に
は
い
な
く
な
る
、
情
景
を
明
示
す
る

も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
陽
明
本
孝
子
伝
③
参
照
）
つ
ま
り
図
四
は
、
③
黯
の

遠
行
を
表
現
し
た
図
像
で
あ
り
、
図
五
の
題
記
こ
そ
が
、
そ
の
こ
と
を
明
証
す
る
。

⑻
の
右
と
同
様
、
③
黯
の
遠
行
を
描
く
も
の
は
、
⑴
｜
⑼
の
内
に
も
う
一
つ
あ

っ
て
、
そ
れ
が
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
右
側
板
左
の
上
で
あ
る
。
図
六
は
、

そ
の
右
側
板
左
を
掲
げ
た
も
の
で８

）

、
図
六
の
上
が
③
黯
の
遠
行
、
下
が
②
黯
母
暴

行
を
描
く
（
上
記
拙
稿
Ⅲ
参
照
）。
さ
て
、
同
じ
③
黯
の
遠
行
を
内
容
と
す
る
図

像
な
が
ら
、
図
四
（
⑻
）
と
図
六
（
⑺
）
と
の
二
図
の
関
係
は
、
一
体
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
図
六
の
上
は
、
二
つ
の
図
に
分
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
図
六
上
の
左
の
図
は
、
董
黯
が
田
で
耕
し
て
い
る
図
で
あ
る
（
陽
明
本
孝
子

伝
の
③
に
、「
黯
在

田
中

」
と
す
る
記
述
に
該
当
す
る
）。
次
い
で
、
董
黯
が
家

を
留
守
に
す
る
の
を
窺
っ
て
い
た
王
奇
は
（
敦
煌
本
事
森
に
、「
専
伺

候
董

黯
）出

外
」、
類
林
雑
説
に
、「
候

黯
不

在
」
と
あ
る
）、
好
機
到
来
と
ば
か
り
、
董
黯

の
家
に
押
し
入
っ
て
、
黯
母
に
殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
加
え
た
（
陽
明
本
②
参
照
）。

そ
れ
が
図
六
下
の
図
像
で
あ
る
（
②
黯
母
暴
行
の
場
面
に
当
た
る
）。
す
る
と
、

田
中
に
在
っ
た
董
黯
は
、
俄
に
胸
騒
ぎ
を
覚
え
（
陽
明
本
「〔
黯
〕
忽
然
心
痛
」）、

走
っ
て
家
に
帰
る
（
同
「
馳
奔
而
還
」）。
そ
れ
が
図
六
上
、
右
の
図
像
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
図
六
の
図
像
内
容
を
辿
り
直
し
て
み
る
と
、
⑻
の
図
四
と
⑺
の
図
六

と
の
関
係
は
、
図
四
の
題
記
に
、「
董
黑咸黯

）辞

母
遠
行
去
時
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
図
四
は
、
董
黯
が
耕
作
の
た
め
、
家
を
留
守
に
し
て
外
出

し
よ
う
と
し
、
そ
の
こ
と
を
母
に
告
げ
て
い
る
場
面
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
図
四

は
、
図
六
上
に
先
立
つ
場
面
で
あ
っ
て
、
図
四
は
、
図
六
上
の
左
の
場
面
即
ち
、

董
黯
が
田
で
耕
す
場
面
へ
と
、
直
ち
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
⑻
の
図
四
と
⑺
の
図
六
上
と
は
、
共
に
一
連
の
場
面
と
し
て
、
③

黯
の
遠
行
の
諸
場
面
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
中
で
、

図
四
の
図
像
が
、
③
黯
の
遠
行
場
面
に
お
い
て
図
六
の
上
の
二
場
面
に
前
接
す
べ

き
、
従
来
全
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
董
黯
と
母
の
別
れ
を
描
く
、
新
し

い
一
場
面
の
出
現
を
意
味
し
て
い
る
点
は
、
研
究
史
的
に
特
筆
す
べ
き
事
実
と
言

図
五

董
黯
石
床
A
題
記

図六 呉氏蔵北魏石床（三面）右側板左
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わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
⑺
呉
氏
蔵
北
魏

石
床
（
三
面
）
の
右
側
板
左
の
上
（
図
六
上
）
こ
そ
は
、
当
時
始
め
て
出
現
し
た
、

③
黯
の
遠
行
の
図
像
に
外
な
ら
な
か
っ
た
（
上
記
拙
稿
Ⅲ
）。
し
か
し
、
⑺
に
は

一
切
、
榜
題
題
記
が
存
し
な
い
た
め
、
前
述
⑵
の
右
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）

の
ケ
ー
ス
同
様
、
例
え
ば
図
六
の
上
の
③
黯
の
遠
行
図
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
は
、

陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
を
頼
り
に
、
只
管
推
測
を
重
ね
る
し
か
、
方
法
が
な
か
っ

た
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
般
、

董
黑咸黯

）辞

母
遠
行
去
時

と
い
う
題
記
を
有
す
る
、
董
黯
図
の
新
資
料
⑻
が
出
現
し
た
。
そ
の
⑻
が
出
現
し

た
こ
と
の
研
究
史
的
意
義
は
、
甚
だ
大
き
い
。
何
故
な
ら
、
図
六
上
（
⑺
）
に
よ

っ
て
推
測
さ
れ
る
、
董
黯
図
に
お
け
る
③
黯
の
遠
行
図
と
い
う
も
の
の
存
在
が
、

図
四
の
題
記
（
図
五
）
の
出
現
に
よ
り
、
事
実
と
し
て
確
証
を
得
、
且
つ
、
根
拠

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

三

⑺
に
お
け
る
③
黯
の
遠
行
図
（
図
六
上
）
と
全
く
同
じ
研
究
状
況
に
あ
っ
た
の

が
、
⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
、
正
面
左
板
の
右
に
描
か

れ
た
、
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
図
で
あ
る９

）

（
図
七
）。
⑤
黯
の
墓
参
図
と
い
う

も
の
は
、
今
般
⑻
、
⑼
の
そ
れ
が
出
現
す
る
ま
で
、
図
七
（
⑵
）
の
た
っ
た
一
点

の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
表
一
、
表
二
）。
そ
し
て
、
図
七
が

⑤
黯
の
墓
参
図
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
れ
も
た
だ
推
測
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
（
上
記
拙
稿
Ⅰ
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
の
⑻
、

図七 ネルソン・アトキンズ美術館蔵

北斉石床正面左板右

図八 董黯石床C
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⑼
二
図
の
新
た
な
出
現
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
図
八
は
、

⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
、
正
面
右
板
左
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
図
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
黯
母
の
墓
（
の
一
部
）
と
、
供
物
を
捧
げ
る
董
黯
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
画
面
の
左
寄
り
に
は
、

董
黑咸黯

）将

王
寄奇

）頭

祭

母
報
酬
末
時

と
い
う
題
記
が
見
え
る
（
図
九
）。
こ
の
題
記
が
ま
た
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
、

そ
の
題
記
の
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
八
が
⑤
黯
の
墓
参
図
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
さ
ら
に
図
八
と
全
く
同
じ
構
造
を
持
っ
た
図
七
（
⑵
）
が
、
や
は
り
⑤
黯

の
墓
参
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
図
七
を
⑤
黯
の
墓
参
図
で

あ
ろ
う
と
推
論
し
て
以
来
、
十
五
年
と
い
う
歳
月
を
経
、
そ
の
推
論
の
正
し
か
っ

た
こ
と
が
、
漸
く
こ
こ
に
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
研
究
と
い
う
も
の
の
楽
し

さ
が
、
つ
く
づ
く
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
改
め
て
⑼
呉
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
、
左
側
板
（
図
三
）
の
右
に
描
か

れ
た
、
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
図
を
紹
介
し
て
お
く
（
図
十
）。
こ
の
図
十
を

含
む
前
掲
、
図
三
の
当
石
床
左
側
板
に
描
か
れ
た
、
董
黯
図
三
面
は
、
⑵
ネ
ル
ソ

ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
、
正
面
左
板
に
見
え
る
董
黯
図
三
面
と
、

三
面
の
構
成
、
構
図
を
殆
ど
同
じ
く
し
て
い
る
点
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
す
べ

き
で
あ
る
。
取
り
分
け
図
十
の
右
下
、
黯
の
前
（
左
）、
墓
（
塚
）
の
下
に
描
か

れ
た
三
牲
の
図
こ
そ
は
、
当
図
が
一
連
の
董
黯
図
の
一
部
に
当
た
る
、
⑤
黯
の
墓

参
（
大
団
円
）
図
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
決
定
付
け
る
、
明
徴
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

図
十
一
は
、
そ
の
三
牲
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る10

）

。
故
に
、
当
図
を
含
む
、
⑼
呉

氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
董
黯
図
は
、
⑵
の
そ
れ
と
同
等
な
い
し
、
⑵
を
超
え
る
、

学
術
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
⑼
は
、
画
風
も
古
様
で
、

お
そ
ら
く
⑵
に
先
立
ち
、
先
駆
的
な
位
置
を
占
め
る
遺
品
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、

⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
図
と
し
て
の
図
八
（
⑻
）
と
図
十
（
⑼
）
と
を
見
較
べ

て
み
る
と
、
董
黯

母
の
墓
（
塚
）

そ
の
下
の
供
え
物
な
ど
の
構
図
が
、

驚
く
程
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
こ
と
は
、
⑻
と
⑼
と
が
、
深
く
関

連
し
て
い
る
こ
と
の
一
証
だ
が
、
面
白
い
こ
と
に
、
墓
の
下
の
供
え
物
の
中
身
が

違
う
。
つ
ま
り
図
九
（
⑼
）
の
そ
れ
が
上
述
、
三
牲
で
あ
る
の
に
対
し
（
図
十

図
九

董
黯
石
床
C
題
記

図十 呉氏蔵新出北魏石床、董黯C

二
四

董
黯
図
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一
）、
図
八
の
そ
れ
は
何
と
、
王
奇
の
首
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
十
二
）。

こ
の
図
十
一
（
⑼
）
と
図
十
二
（
⑻
）
に
お
け
る
、
供
え
物
の
中
身
の
違
い
は
無

論
、
図
十
二
（
⑻
）
の
王
奇
の
首
と
す
る
方
が
正
し
い
。
何
故
な
ら
、
図
十
二
は
、

陽
明
本
孝
子
伝
の
⑤
に
、

便
至

奇
家

奇
頭
、
以
祭

母
墓

と
あ
る
記
述
に
基
づ
い
た
前
述
、
図
八
（
⑻
）
の
題
記
、

董
黑咸黯

）将

王
寄奇

）頭

祭

母
報
酬
末
時
（
図
九
）

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る11

）

。
そ
れ
に
対

し
、
本
来
④
三
牲
強
要
の
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
筈
の
そ
れ
が
、
⑤
黯
の
墓
参
場

面
で
あ
る
図
十
（
⑼
）
に
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
。
な
ら
ば
、

図
十
（
⑼
）
の
三
牲
図
（
図
十
一
）
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
、
そ
れ
は
、

例
え
ば
⑷
⑸
⑹
等
に
見
る
よ
う
な
、
董
黯
図
に
お
け
る
④
三
牲
強
要
の
場
面
か
ら

三
牲
を
移
し
て
、
本
来
あ
る
べ
き
王
奇
の
首
に
代
え
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
、

妥
当
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
三
牲
は
、
董
黯
の
物
語
、
図
像
に
あ
っ
て
、
象
徴
的
意

味
合
い
の
強
い
も
の
な
の
で
、
董
黯
図
の
制
作
者
に
と
っ
て
、
何
と
し
て
も
描
い

て
お
き
た
い
画
材
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
三
牲
は
、
⑤

黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
の
場
面
（
図
十
）
の
み
な
ら
ず
、
先
に
触
れ
た
⑴
⑵
の
如

く12
）

、
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
奇
の
家
へ
も
移
動
し
て
、
①
の
奇
の
家
に
③
三
牲
強
要
の

場
面
を
も
兼
ね
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
三
牲
の
よ
う
な
、
象
徴
的
意
味
合
い

の
強
い
画
材
が
、
幾
つ
か
の
画
面
の
間
を
往
き
来
す
る
現
象
は
、
今
般
の
⑻
、
⑼

の
出
現
に
よ
り
、
初
め
て
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
問
題
で
、
今
後
の
孝
子
伝
図
研

究
に
と
っ
て
是
非
共
、
注
意
を
要
す
る
事
柄
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

⑻
董
黯
石
床
に
は
実
は
も
う
一
図
、
董
黯
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
正
面
左
板
、

女
性
墓
主
像
の
左
の
董
黯
図
B
で
あ
る
（
図
一
参
照
）。
図
十
三
は
、
⑻
の
正
面

左
板
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
十
三
の
B
は
、
画
面
が
荒
れ
て
い
て
見
に
く
い

が
、
画
面
左
下
に
は
、
右
を
向
い
て
建
つ
家
が
描
か
れ
、
そ
の
屋
内
に
一
人
の
女

性
が
坐
し
て
い
る
（
右
向
き
）。
女
性
は
、
右
手
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

家
に
面
し
た
庭
上
に
、
一
人
の
男
性
が
跪
き
（
左
向
き
）、
両
手
で
食
器
を
捧
げ

て
い
る
。
そ
の
男
性
の
前
に
は
、
三
牲
を
盛
っ
た
、
長
円
の
盆
が
据
え
ら
れ
る
。

男
性
の
後
ろ
に
は
、
童
形
の
侍
者
が
立
ち
（
左
向
き
）、
男
性
に
傘
を
差
し
掛
け

て
い
る
。
そ
の
傘
は
、
正
面
右
半
の
左
（
図
二
C
）
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
図

十
三
の
B
の
画
面
中
に
は
、
榜
題
、
題
記
の
類
は
見
当
た
ら
な
い
。
図
十
三
の
左

上
を
見
る
と
、
B
の
左
に
接
し
た
別
図
の
一
部
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
も
孝
子
伝

図
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
図
像
の
殆
ど
を
失
っ
て

図十二 王奇の首（図八左下）

図十一 三牲（図十左下）

二
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い
て
、
そ
の
内
容
を
窺
う
こ
と
は
出

来
な
い
。
図
十
四
は
、
図
十
三
の
B

を
改
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
上
述
図
十
三
の
B
即
ち
、

図
十
四
は
、
一
体
何
を
描
い
た
も
の

か
。
そ
れ
は
画
面
の
左
下
に
、
外
な

ら
ぬ
三
牲
の
図
像
が
見
え
る
こ
と
か

ら
（
図
十
五
。
左
か
ら
鶏
、
羊
。
左

端
の

を
欠
く
。
上
記
拙
稿
Ⅳ
の
図

八
参
照
）、
図
十
三
の
B
即
ち
、
図

十
四
は
、
正
面
右
板
（
図
二
）
か
ら

図十三 董黯石床正面左板

B

図十四 董黯石床B

図十五 三牲（図十四左下)

二
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続
く
、
一
連
の
董
黯
図
の
一
部
で
あ
り
、
④
三
牲
強
要
の
場
面
を
描
い
た
も
の
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
す
る
と
、
図
十
四
（
董
黯
B
）
は
、
家
が
王
奇
の
家
、
屋

内
の
女
性
が
そ
の
母
、
跪
く
男
性
が
王
奇
に
比
定
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ

は
、
王
奇
が
母
に
三
牲
を
強
要
し
て
い
る
場
面
を
描
い
た
も
の
と
結
論
さ
れ
る
。

加
え
て
、
図
像
を
欠
い
て
い
る
、
図
十
三
の
左
上
に
一
部
分
の
み
を
残
す
、
も
う

一
つ
の
孝
子
伝
図
も
（
図
一
）、
董
黯
図
で
あ
っ
た
可
能
性
が
、
極
め
て
高
い
の

で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
、
⑻
の
董
黯
石
床
か
ら
見
た
、
董
黯
図
A
B
C
の
配
列

順
序
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
、

A

③
黯
の
遠
行

B

④
三
牲
強
要

C

⑤
黯
の
墓
参

大
団
円
）

と
い
う
順
序
に
な
る
の
で
、
A
は
、

中
心
（
墓
主
像
）
を
飛
び
越
え
て
B

へ
と
続
き
、
B
は
ま
た
、
中
心
を
飛

び
越
え
て
C
へ
と
戻
る
こ
と
に
な
る
。

図
十
六
は
、
そ
の
こ
と
を
概
念
図
と

し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
失
わ
れ

た
B
の
左
（

線
部
）
も
、
董
黯

図
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
は

お
そ
ら
く
②
黯
母
暴
行
の
場
面
な
ど

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
事

象
は
、
⑸
の
郭
巨
図
に
お
い
て
も
起

き
て
お
り
、
⑸
の
場
合
は
、
正
面
右

板
右
端
の
郭
巨
図
A
が
、
や
は
り
中
心
を
飛
び
越
え
て
、
正
面
左
板
左
端
の
郭
巨

図
B
へ
と
進
ん
で
い
た13

）

。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
孝
子
伝
図
配
列
の
捉
え
方
に
新

た
な
問
題
を
齎
し
、
そ
の
変
容
、
深
化
に
対
す
る
考
察
を
必
須
と
す
る
も
の
で
、

同
様
の
事
例
の
蒐
集
に
よ
る
、
な
お
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
よ
う
。

四

さ
て
新
出
の
⑻
董
黯
石
床
（
ま
た
、
⑼
）
に
は
、
ま
だ
幾
つ
か
の

が
残
さ
れ

る
。
最
後
に
そ
の
一
、
二
を
摘
記
し
て
、
小
稿
の
結
び
と
す
る
。

⑻
の

の
一
つ
は
、
前
掲
図
八
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
場
面
の
左
端
に
見

え
る
、
一
頭
の
虎
及
び
、
そ
の
上
の
雷
神
（
の
一
部
）
で
あ
る
（
図
十
七
）。
図

十
七
の
雷
神
図
は
、
惜
し
く
も
そ
の
画
象
の
大
部
分
を
失
っ
て
い
る
が
偶
々
、
図

十
（
⑼
）
右
上
に
も
雷
神
が
見
え
、
図
十
七
左
上
に
雷
神
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と

は
、
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
董
黯
の
物
語
⑤
を
閲
し
て
も
、
黯
の
刑
死

を
嘆
く
禽
鳥
の
話
は
出
て
来
る
が
（
船
橋
本
不
見
。
図
七

⑵

に
は
、
禽
獣
の

C

B A

中
心

図十六 董黯石床における董黯図の配列順序

図十七 虎と雷神C

二
七
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姿
が
見
え
る
）、
虎
や
雷
の
話
は
出
て
来
な
い
。
な
ら
ば
、
図
十
七
の
虎
や
雷
神

（
或
い
は
、
図
九
の
雷
神
）
は
、
一
体
何
を
表
わ
す
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
想
起

さ
れ
る
の
が
、
最
近
呉
氏
の
所
蔵
に
帰
し
た
元
、
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
連
れ
の

一
面
に
見
え
る
、
虎
の
こ
と
で
あ
る
。
図
十
八
は
、
そ
の
左
側
面
左
の
蔡
順
助
虎

図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る14

）

。
図
十
八
は
、
陽
明
本
11
蔡
順
条
に
記
さ
れ
る
、
非
常

に
珍
し
い
蔡
順
助
虎
図
で
あ
る
こ
と
が
、
殆
ど
同
時
に
公
表
さ
れ
た
、
襄
陽
清
水

溝
Ｍ
１
南
朝
墓
画
象

の
出
現
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る15

）

（
図
十
九
）。
図
十
九
の

画
面
中
央
上
方
に
は
、
文
字
の
裏
返
っ
た
「
蔡
順
」
と
い
う
榜
題
が
確
認
さ
れ
、

図
十
八
は
、
そ
の
右
半
の
図
像
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、

図
十
九
の
墓
（
塚
）
を
挟
ん
だ
左
半
に
は
、
雲
に
乗
る
雷
神
の
姿
も
見
え
る
。
図

十
九
左
は
、
蔡
順
畏
雷
図
で
、
生
前
に
雷
を
畏
れ
た
母
の
墓
（
塚
）
を
守
る
、
蔡

順
の
話
に
基
づ
い
て
い
る
（
早
く
魏
、
周
斐
の
汝
南
先
賢
伝

説

五
十
八
所

図十八 呉氏蔵北魏石床（三面）左側板左

図十九 襄陽清水溝Ｍ１南朝墓画象 （蔡順）
二
八
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図
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収

に
録
さ
れ
、
後
漢
書
三
十
九
、
類
林

類
林
雑
説
一
・
二

、
敦
煌
本
事
森

な
ど
に
散
見
す
る
が
、
陽
明
本
に
は
見
え
ず
、
お
そ
ら
く
脱
落
し
た
も
の
ら
し

い
）。
図
十
九
左
に
相
当
す
る
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
た
蔡
順
畏
雷
図
と
し
て
は
、

例
え
ばC

.
T
.
L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床
の
そ
れ
が
あ
る16

）

（
図
二
十
。
榜
題
「
孝
子
蔡

順
」）。
図
十
八
、
図
十
九
、
図
二
十
の
三
点
は
、
蔡
順
助
虎
、
畏
雷
図
と
し
て
管

見
に
入
っ
た
全
て
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
虎
や
雷
神
ま
た
、
墓
（
塚
）
が
見
え
る
。

さ
て
、
問
題
の
図
十
七
の
虎
や
雷
神
（
及
び
、
図
十

⑼

の
雷
神
）
は
、
例
え

ば
図
十
八
以
下
の
蔡
順
助
虎
、
畏
雷
図
に
確
認
さ
れ
る
所
の
虎
や
雷
神
が
、
意
図

的
に
そ
こ
か
ら
図
十
七
（
ま
た
、
図
十
）
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
図
へ
と
移

し
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
加
工
が
施
さ
れ
た
、
有
力
な
動

機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
図
十
七
（
図
十
）
と
図
十
八
以
下
と
が
、
物
語
的

な
背
景
と
し
て
共
有
す
る
、
母
の
墓
（
塚
）
の
存
在
だ
ろ
う
。
即
ち
、
も
し
図
八

（
図
十
七
）
や
図
十
の
墓
（
塚
）
の
み
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
蔡
順
助

虎
、
畏
雷
図
と
し
て
眺
め
る
こ
と
も
、
十
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
図
八
（
図
十
七
）
や
図
十
は
、
董
黯
図
⑤
に
蔡
順
図
（
助
虎
、

畏
雷
）
が
、
言
わ
ば
重
ね
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
推
測
が
事
実
と

し
て
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
孝
子
伝
図
に
お
い
て
例
え
ば
、

㈠
場
面
が
重
ね
ら
れ
る

㈡
シ
ン
ボ
ル
（
虎
、
雷
神
等
）
が
場
面
間
を
移
動
す
る

な
ど
と
い
っ
た
事
柄
が
、
実
際
に
あ
り
得
る
の
か
、
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
㈠
に
つ
い
て
は
、
図
十
九
に
掲
げ
た
、
襄
陽
清
水
溝
Ｍ
１
南
朝

墓
画
象

の
蔡
順
図
が
、
孝
子
伝
図
に
お
け
る
場
面
の
重
な
り
を
示
す
、
貴
重
な

実
例
と
な
っ
て
い
る
。
図
十
九
を
見
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
画
面
中
央
の
墓

（
塚
）
を
媒
介
と
し
て
、
右
に
そ
の
助
虎
図
、
左
に
畏
雷
図
を
配
し
、
一
つ
の
画

面
の
中
に
二
つ
の
場
面
を
重
ね
配
し
て
い
る
こ
と
が
、
実
際
に
確
認
さ
れ
る17

）

。
次

に
、
㈡
は
、
㈠
を
目
的
と
す
る
手
段
、
技
法
の
一
つ
と
い
う
側
面
を
持
つ
事
象
だ

が
、
例
え
ば
同
じ
董
黯
図
に
お
い
て
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
三
牲
が
、
④
か

ら
①
や
⑤
の
場
面
へ
と
移
動
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

図
八
（
図
十
七
）
や
図
十
は
、
か
く
董
黯
図
（
⑤
黯
の
墓
参

大
団
円

図
）

で
あ
り
な
が
ら
且
つ
、
蔡
順
図
（
助
虎
、
畏
雷
図
）
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
発
す

る
、
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
な
る
が
、
一
図
で
二
人
分
の
図
像
を
兼
ね
る
、
図

八
（
図
十
七
）
や
図
十
の
よ
う
な
孝
子
伝
図
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
。

と
は
言
え
、
董
黯
図
（
⑤
黯
の
墓
参
図
）
が
蔡
順
図
（
助
虎
、
畏
雷
図
）
と
重
ね

ら
れ
得
る
、
当
時
の
制
作
現
場
に
お
け
る
情
況
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
⑺
呉
氏
蔵

北
魏
石
床
（
三
枚
）
の
図
像
が
、
非
常
に
興
味
深
い
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

図二十 C.T.Loo旧蔵北魏石床（蔡順）
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⑺
の
孝
子
伝
図
の
描
か
れ
方
を
見
る
と
、
ま
ず
右
か
ら
始
ま
っ
た
董
黯
図
（
右
側

板
A
B
C
。
上
記
拙
稿
Ⅲ
、
図
版
参
照
）
は
、
左
の
蔡
順
図
（
左
側
板
左
。
図
十

八
）
へ
と
続
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る18

）

。
つ
ま
り
⑺
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
の

右
と
左
と
は
、
董
黯
（
右
）
と
蔡
順
（
左
）
の
図
を
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
図
と
し
、

し
か
も
そ
の
董
黯
図
の
終
わ
り
（
C
）
は
、
蔡
順
助
虎
図
（
図
十
八
）
へ
と
続
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
⑺
の
孝
子
伝
図
配
置
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
董
黯
、
蔡

順
両
図
の
密
接
な
関
連
は
、
例
え
ば
図
八
（
図
十
七
）
や
図
十
に
見
え
る
、
両
図

の
重
な
り
が
実
際
に
生
じ
る
情
況
を
、
窺
わ
せ
る
に
十
分
な
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
図
八
（
図
十
七
）
や
図
十
は
、
そ
れ
を
見
る
者
に
対
し
、
基
本
的
に
董

黯
図
で
あ
り
な
が
ら
、
蔡
順
図
で
も
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
、
ポ
リ
フ

ォ
ニ
ッ
ク
且
つ
、
騙
し
絵
の
如
き
効
果
を
持
つ
が
、
中
で
、
新
出
⑻
の
場
合
、
図

八
（
図
十
七
）
が
董
黯
図
の
終
わ
り
で
あ
る
と
同
時
に
、
⑻
の
孝
子
伝
図
の
終
わ

り
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
（
図
一
、
図
十
六
。
⑼

図
十

も
同
じ
）、
そ

の
ユ
ニ
ー
ク
な
技
法
は
、
四
面
と
い
う
画
面
の
数
の
限
ら
れ
た
⑻
の
孝
子
伝
図
制

作
に
お
け
る
、
施
主
に
向
け
ら
れ
た
、
画
工
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
な
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
同
じ
技
法
が
、
こ
れ
も
新
出
の
⑼
（
図
十
）
に
使
用
さ
れ

て
い
る
所
を
見
る
と
、
件
の
技
法
は
、
決
し
て
突
発
的
な
も
の
で
な
く
、
或
る
程

度
の
空
間
的
、
時
間
的
な
幅
を
以
っ
て
、
諸
工
人
間
に
継
承
、
展
開
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
異
な
る
孝
子
の
、
し
か
も
二
つ
以
上
の
場
面
を
一

つ
の
画
面
に
重
ね
る
と
い
う
、
⑻
、
⑼
の
内
に
今
回
見
出
だ
さ
れ
た
技
法
は
、
今

後
の
孝
子
伝
図
研
究
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
方
の

検
討
を
必
要
と
す
る
問
題
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
出
の
董
黯
石
床
を
一
見
す
る
と
、
形
式
的
に
不
審
な
点
が
一
、
二
、
目
に
留

ま
る
。
例
え
ば
囲
屛
石
板
の
左
右
に
は
通
常
、
コ
の
字
形
の
鉤かぎ
の
部
分
に
お
け
る
、

石
板
の
重
な
り
を
考
慮
し
た
余
白
が
設
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
件
の
董
黯
石
床

に
は
、
そ
の
余
白
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
（
図
版
一
｜
図
版
八
参
照
）。
従

っ
て
、
現
石
板
を
復
元
的
に
立
て
た
場
合
、
鉤
の
部
分
二
箇
所
に
お
い
て
、
石
板

の
厚
さ
分
五
糎
前
後
の
画
面
は
、
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
避
け
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
後
の
截
断
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
そ
の
石
板
四
枚
を
、
立
て
た

状
態
で
固
定
す
る
た
め
の

の
穴
が
ま
た
、
何
と
も
不
思
議
な
位
置
に
穿
た
れ
て

い
る
。
図
二
十
一
は
、
現
行
董
黯
石

床
の
囲
屛
に
残
さ
れ
た
、

の
穴
の

位
置
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
三
種

類
の

穴
の
状
態
を
区
別
し
た
。
●

は
、
表
裏
貫
通
し
た

穴
、
◎
は
、

石
板
表
面
に
の
み
残
る
そ
れ
、
○
は
、

裏
面
に
の
み
残
る
そ
れ
を
表
わ
す
）。

図
二
十
一
を
見
る
と
、
ま
ず
左
右
の

側
板
の
方
に
、
正
面
板
か
ら
の

を

受
け
る
筈
の
穴
の
な
い
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
次
い
で
、
左
右
側
板
の
外
側

（
図
二
十
一
で
言
え
ば
下
方
）
に
は

二
つ
ず
つ
、
計
四
つ
の

穴
が
空
け

ら
れ
て
い
る
。
左
右
側
板
の
下
の
そ

れ
（
図
二
十
一
、
右
側
板
の
左
、
左

側
板
の
右
の
◎
）
は
、
或
い
は
、
左

○

○

◎

◎

◎ ◎ ◎ ●

図二十一 董黯石床の 穴

三
〇

董
黯
図

㈡
（
黒
田

彰
）



右
の
石
闕
と
連
結
さ
せ
る
た
め
の

穴
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
呉
氏
教
示
）、
左

右
側
板
の
上
の
そ
れ
（
図
二
十
一
、
右
側
板
の
右
の
●
、
左
側
板
の
左
の
◎
）
は
、

繫
が
る
相
手
が
な
く
、
ど
う
に
も
解
釈
が
不
可
能
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

董
黯
石
床
は
、
左
右
の
両
側
板
を
取
り
違
え
て
、

穴
を
空
け
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
大
方
の
教
示
を
乞
い
た
い
。

付
記

董
黯
石
床
及
び
、
新
出
北
魏
石
床
二
点
の
調
査
を
お
許
し
下
さ
っ
た
呉
強
華
氏

に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
今
回
撮
影
を
担
当
し
た
写
真
家
、

立
松
洋
行
氏
は
、
気
品
漂
う
北
魏
図
像
を
見
事
に
甦
ら
せ
て
く
れ
た
。
小
稿
の
原
石

図
像
が
見
易
い
の
は
、
氏
の
御
蔭
で
あ
る
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物

館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
29
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
B
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15

年
）
に
拠
る
。

２
）拙
稿
Ⅰ
「
董
黯
贅
語
｜
孝
道
と
復
讐
㈠
｜
』（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』

汲
古

書
院
、
平
成
19
年
。
初
出
平
成
14
年
７
月

Ⅱ
一
３
）

３
）拙
稿
Ⅱ
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝

の
引
用
｜
」（『
京
都
語
文
』
24
、
平
成
28
年
12
月
。
小
稿
の
黄

氏
に
よ
る
中

国
語
訳
「
関
于
深
圳
博
物
館
展
陳
北
魏
石
床
的
孝
子
伝
図
｜
陽
明
本
孝
子
伝
的
引

用
」
が
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
『
永
遠
的
北
朝

深
圳
博
物
館
北
朝
石
刻
芸
術
展
』

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

に
収
め
ら
れ
る
）。

４
）拙
稿
Ⅲ
「
董
黯
図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
100
、
平
成
28
年
３
月
）

５
）拙
稿
Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
｜

門
生
石
床
の
孝
子

伝
図
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
102
、
平
成
29
年
３
月
）

６
）⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
董
黯
図
は
、
内
容
の
解
釈
が
難
し
い

（
注

４
）前
掲
拙
稿
Ⅲ
の
注

12
）参
照
）。
強
い
て
分
類
す
る
な
ら
、
①
（
黯
の

家
）
に
入
ろ
う
が
、
暫
く
表
一
（
表
二
）
か
ら
は
除
外
し
て
お
く
。

７
）董
黯
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
、
ａ
貧
し
い
黯
の
家
と
豊
か
な
奇
の
家
と
は
隣
り
合

っ
て
お
り
、
ｂ
或
る
時
、
両
家
の
母
同
士
が
対
話
し
た
、
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
陽
明
本
）、
⑴
の
董
黯
図
が
①
黯
の
家
、
奇
の
家
を
描
き
、

そ
こ
に
上
記
の
題
記
の
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
表
現
と
し
て

は
、
誤
っ
て
は
い
な
い
。
但
し
、
厳
密
に
見
る
な
ら
、
⑴
の
図
像
（
即
ち
、
二
つ

の
家
）
と
題
記
（
即
ち
、
両
母
の
対
話
し
た
こ
と
）
と
は
、
合
致
し
な
い
。
図
像

に
は
、
両
母
の
対
話
す
る
様
子
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

董
黯
図
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
は
、
両
母
の
対
話
す
る
場
面
が
も
う
一
場
面
、
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
⑴
の
題
記
は
、
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
ロ
ー
グ
場
面
か
ら
、

⑴
の
図
像
に
転
用
さ
れ
て
来
た
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
⑴

の
奇
の
家
に
三
牲
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
（
⑵
も
同
じ
）、
①
プ
ロ
ロ
ー

グ
の
場
面
と
し
て
は
お
か
し
い
。
現
に
新
出
⑼
の
図
三
の
中
（
B
）
に
は
、
三
牲

は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
本
来
の
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
奇
の
家
で
あ
る
（
但
し
、

そ
の
三
牲
が
右
（
図
三
の
右
C
）
の
⑤
黯
の
墓
参
（
大
団
円
）
場
面
に
お
け
る
、

黯
母
の
墓
前
へ
と
移
動
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
だ
か
ら
、
⑴
、

⑵
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
場
面
に
描
き
込
ま
れ
た
三
牲
は
、
本
来
は
④
の
三
牲
強
要
場
面

に
あ
っ
た
筈
の
も
の
が
（
⑷
、
⑸
、
⑹
）、
場
面
が
同
じ
奇
の
家
を
舞
台
と
す
る

も
の
で
あ
る
所
か
ら
、
④
の
場
面
よ
り
①
の
奇
の
家
へ
と
便
宜
的
に
移
さ
れ
、
た

め
に
、
⑴
、
⑵
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
場
面
（
①
）
中
に
、
④
三
牲
強
要
の
場
面
が
重
ね

合
わ
さ
れ
る
と
い
う
、
結
果
を
齎
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
⑴
、
⑵

の
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
奇
の
家
に
、
④
の
三
牲
が
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
①
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
奇
の
家
の
場
面
に
、
④
三
牲
強
要
の
場
面
を
兼
ね
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
石
床
囲
屛
一
枚
に
描
く
、
董
黯
図
の
図
の
数
を
節
約
す
る
、

即
ち
、
減
ら
す
効
果
も
、
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
北
魏
時

代
の
孝
子
伝
図
の
工
人
の
工
夫
に
出
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
）図
六
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
の
写
真
に
拠
る
。

９
）図
七
は
、
長
廣
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
44
年
）

図
版
54
に
拠
る
。

三
一

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
二
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）



10
）董
黯
図
の
諸
図
に
お
け
る
三
牲
に
つ
い
て
は
、
上
記
拙
稿
Ⅳ
の
二
及
び
、
そ
の
図

八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

11
）参
考
ま
で
に
、
船
橋
本
孝
子
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、

黯
至

奇
家
、
以

其
頭

祭

母
墓

と
あ
り
、
会
稽
典
録
（
太
平
御
覧
378
、
482
所
引
）
に
は
、

竟
殺

不
孝
子
、
置

前

以
祭

敦
煌
本
事
森
に
は
、

乃
斬

其
頭
、
持
祭

於
母

類
林
雑
説
に
は
、

刀
斬

寄奇
）

頭
、
祭

母
墓

と
見
え
る
。
王
奇
の
首
が
実
際
に
描
か
れ
た
、
図
十
二
（
⑻
）
の
出
現
か
ら
考
え

れ
ば
、
例
え
ば
図
七
（
⑵
）
の
図
中
に
も
、
王
奇
の
首
の
描
か
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

12
）注

６
）参
照
。

13
）注

５
）前
掲
拙
稿
Ⅳ
及
び
、
そ
の
図
一
、
図
二
十
三
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

14
）拙
稿
「
蔡
順
、
丁
蘭
、
韓
伯

図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
連
れ
の
一

面
の
出
現
｜
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101
、
平
成
29
年
３
月
）
参
照
。
図
十
八

は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
な
お
陽
明
本
孝
子
伝
11
蔡
順
の
本
文
に
つ

い
て
は
、
上
記
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

15
）図
十
九
は
、
襄
陽
市
博
物
館
、
襄
陽
市
文
物
考
古
研
究
所
、
谷
城
県
博
物
館
『
天

国
之
享

襄
陽
南
朝
画
像

芸
術
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
図
版
一
四
五

頁
所
収
に
拠
る
。

16
）図
二
十
は
、C

.T
.L
o
o
&
C
o
,A
n
E
x
h
ib
itio

n
o
f
C
h
in
ese

S
to
n
e
S
cu
lp
-

tu
res

(N
ew

Y
o
rk
,1940)

P
la
te
X
X
X
(C
a
ta
lo
g
u
e
N
o
.36)

に
拠
る
。

17
）例
え
ば
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
や
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
の
郭
巨
図
に
お
い
て
、

そ
の
②
道みち
行ゆき
、
④
運
搬
の
二
場
面
が
、
一
つ
の
画
面
に
配
し
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏

石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
、
平
成
26

年
３
月

）。

18
）注

14
）前
掲
拙
稿
、
図
三
参
照
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
七
年
十
一
月
十
五
日
受
理

三
二

董
黯
図

㈡
（
黒
田

彰
）


